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┘ Phylogeography and genetic structure of Hibiscus tiliaceus L. (Malvaceae), 
a pantropical plant with sea-drifted seeds 
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図3. オオハマボウと近縁種（Azanza節）の系統関係
葉緑体DNAの約7,500塩基対（ndhF exon・rpl16 intron・atpB-rbcL IGS・matK gene・trnK intron・psaI-psbA IGS）の塩基配列に基づき、
最節約法により得られた唯一の最節約系統樹（Length = 73 steps、CI = 0.932、RI = 0.925、RC = 0.862）。枝の上の値は1,000回試行のブ
ーツ・ストラップ確率を示す。各OTUにはハプロタイプ名（A-W、X1-X6、Y1-Y3、Z）・採集地・個体数を示し、括弧の中のアルファ
ベットはそれぞれの地域を示す（P = 太平洋、I = インド洋、 A = 大西洋）。枝の上の三角形はPCR-SSCP又はPCR-SSPによって区別した
突然変異を表す。オオハマボウとH. pernambucensisについてPCR-SSCP又はPCR-SSPによって区別することができたハプロタイプグルー
プを四角あるいは括弧で囲み、その横にハプロタイプグループ名（I-IX）とシンボルを示す。シンボルは図4のものと一致している。

図1. オオハマボウと近縁種の分布と種子の散布様式
オオハマボウ（Hibiscus tiliaceus）、H. pernambucensis、H. hamaboは線で囲
んだ地域の海岸や河口部に分布し、H. glaber、H. elatusは線で囲んだ地域の
内陸部に分布する。
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図2. フヨウ属（Hibiscus）の系統関係
葉緑体DNAの約2,500塩基対（ndhF exon・rpl16 intron）
の塩基配列に基づき、最節約法により得られた700本の
最節約系統樹の1つ（Length = 453 steps、CI = 0.852、RI 
= 0.911、RC = 0.776）。枝の上の値は1,000回試行のブ
ーツ・ストラップ確率を示す。OTUの黄色の網掛けは海
流散布植物であることを示す。Pfeil et al. (2002)と
Takayama et al. (2005)にデータを加え解析した。
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表１. 葉緑体DNAハプロタイプグループに基づいて算出したオオハマ
ボウとHibiscus pernambucensisの集団間の遺伝的分化
それぞれの種を地域毎に分け、FSTを算出した。

図4. PCR-SSCPとPCR-SSPによって区別されたオオハマボウとHibiscus pernambucensisの葉緑体DNAハプロタイプグループの分布
各集団の円グラフの大きさは個体数を表す。円グラフ中の色とパターンは図3と一致している。地図の下には各地域毎にまとめたハプロタイプグ
ループの頻度個体数を示す。Nはそれぞれの地域の個体数を示す。

表2. 解析に用いたマイクロサテライトマーカーの特徴
オオハマボウ33集団776個体について解析した結果を示す。NAは対立
遺伝子数、Aveは1集団あたりの平均対立遺伝子数、HEはハーディー・ワ
インベルグ平衡から期待されるヘテロ接合度、HOは実際に観察されたヘ
テロ接合度を示す。

表3. マイクロサテライトマーカーに基づいて算出したオオハマボウと
近縁種間の遺伝的分化
FSTの値を下段に、RhoSTの値を上段に示す。

表4. マイクロサテライトマーカーに基づいて算出したオオハマボウ
とHibiscus pernambucensisの集団間の遺伝的分化
それぞれの種を地域毎に分けFST・RhoSTを算出した。FSTの値を下段
に、RhoSTの値を上段に示す。

表5. 太平洋・インド洋地域におけるオオハマボウの集団間の
AMOVA解析
地域間・地域内の集団間・集団内の個体間の３つの階層に分け遺伝
的分化の程度（FST・RST）に基づく分散を比較した。

図5.  オオハマボウとHibiscus pernambucensisの集団間の遺伝的分
化のまとめ
表1・3・4から隣接する地域間の遺伝的分化の程度を抜粋した。
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